
 

 

 

 

 

□会  期：令和元年 8 月 25 日（日）9:00～16:00（受付開始 8:30～） 
□会  場：総合病院回生病院 新館 5 階 大会議室（〒762-0007 香川県坂出市室町 3-5-28） 

□研修内容：腱損傷のハンドセラピィにおける基礎的知識の習得と代表的なスプリントの作製実習を通し，

治療技術及び装具加工技術の向上を目指します． 

作製実習には数名のアシスタントが同席しますので，今までスプリントに触れた事が無い方

でも素材の特性を含めて作製の基礎から学ぶことができます。 

□受 講 費：8,000 円（※テキスト代とスプリント作製に必要な材料費を含んでおります） 

□定 員：40 名 

□申し込み方法：メール件名に「第 8 回スプリントセミナー受講申し込み」と明記いただき， 

①氏名，②所属施設，③所属住所，④連絡先アドレス，⑤職種（経験年数），⑥ハンド経

験年数を記載し，必ず返信が可能な個人メールアドレスを用いて下記事務局までお申し

込み下さい． 

定員に達し次第締め切らせていただきますので，できるだけお早めにお申し込み下さい． 

□お問い合わせ先：香川ハンドセラピィ研究会事務局 E-mail：kagawa.handtherapy@gmail.com 

□プログラム 

8:30～9:00 受付・開会 

 

9:00～9:50 

基礎知識：腱損傷概論 

セラピィを行う上で必要な腱の機能解剖に関する知識，腱の治癒過程や癒着の理解など，生理的

事象や早期運動を行う際の注意点について解説する．機能再建としての腱移行術も紹介する． 

 

10:00～11:10 
後 療 法：腱損傷のハンドセラピィ 

手指屈筋腱・伸筋腱損傷の損傷部位別の臨床像やその特徴，術後の後療法（固定法・各種早期運

動療法）のプロトコールと注意点について，実際の症例を踏まえて解説する． 

11:20～12:00 
症例報告：事例から学ぶ 手の装具療法 

3～5 事例について，症例の治療経過を通して後療法における装具療法の実際を紹介する． 

12:00～13:00 昼休憩 

13:00～13:40 
作製実習①：マレットフィンガースプリント（掌側型） 

腱性槌指の保存療法に用いる指装具．患部を掌側から支持するタイプ． 

13:40～14:20 
作製実習②：マレットフィンガースプリント（Shell 型） 

腱性槌指の保存療法に用いる指装具．患部を上下から挟んで支持するタイプ． 

 

14:30～16:30 
作製実習③：背側アウトリガースプリント 

手指伸筋腱縫合術後の早期運動療法（逆クライナート法）に用いる装具． 

装着下での他動伸展-自動屈曲運動により，縫合部での腱癒着の防止を図る目的にて使用する． 

16:30 閉会 
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